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衔遵の数々を樅褙二わ t たす街木陰を一時 
の幸せと在んだであろう*轻人逢,野火止用 j 
水に:；玉川上水の流れそ二心身を茂した民こそ 
んな%二ひとりの"^が大_の花を咲かせた 
そのぎは善くの因雜の上に“女性の自立"と 
丄、チ塞を吹かせたここはそんなまちてある。 



















